
 － 第４章 事前準備 － 

- 40 - 

２．ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算の基本情報の読み込み 

  ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算から切り出した基本情報（ＣＳＶファイル）を、

ｅ－ＴＡＸ電子納税で読み込むことにより登録できます。 

 

(1) ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算と連携可能な項目 

行 

読込対象となる 

ASP1000R／eConsoliTax／

ｅ－ＴＡＸグループ通算

の基本情報データ 

読込先のｅ－ＴＡＸ電子納税の項目 

1 法人番号 「111 会社情報の登録」－「法人番号」 

2 所轄税務署番号 「111 会社情報の登録」－「署番号」 

3 所轄税務署名 「111 会社情報の登録」－「税務署名」 

4 法人名フリガナ 「111 会社情報の登録」－「法人名（フリガナ）」 

5 法人名 「111 会社情報の登録」－「法人名」 

6 納税地－郵便番号 「111 会社情報の登録」－「郵便番号」 

7 納税地－住所 「111 会社情報の登録」－「住所」 

8 納税地－電話番号 「111 会社情報の登録」－「電話番号」 

9 代表者フリガナ 「111 会社情報の登録」－「代表者－氏名（フリガナ）」 

10 代表者名 「111 会社情報の登録」－「代表者－氏名」 

11 代表者－住所 「111 会社情報の登録」－「代表者－住所」 

12 事業種目１ 「111 会社情報の登録」－「事業内容」 

13 資本金又は出資金の額 「111 会社情報の登録」－「資本金又は出資金額」 

14 証明書(認証局)名 「112 電子証明書情報の登録」－「認証局」 

15 利用者識別番号 「113 ｢利用者識別番号｣等の入力」－「利用者識別番号」 

16 利用者ＩＤ 「113 ｢利用者識別番号｣等の入力」－「利用者ＩＤ」 

 

(2) 利用上のご注意 

  ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算からの基本情報データの切り出しは、ＴＫＣ税

務申請・届出クラウドとｅ－ＴＡＸ電子納税共通のデータ切り出し機能となります。これに伴い、

次の注意事項・制限事項があります。 

 

 ①ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算から下記２つのファイルが切り出されますが、

ｅ－ＴＡＸ電子納税の立ち上げでは、このうち、「基本情報（立上用）.csv」のみを使用します。  

行 切り出しデータ 利用対象システム 

１ 基本情報（立上用）.csv ＴＫＣ税務申請・届出クラウド 

ｅ－ＴＡＸ電子納税 

２ 事務所等情報（立上用）.csv ＴＫＣ税務申請・届出クラウド 

 

 ②法人税・地方税の計算処理（eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算の場合は全体計算）を実施し

ている場合に、基本情報データを切り出せます。 

 

 ③eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算をご利用の場合、「グループ全体の処理が可能」な処理権限

があるユーザのみ、基本情報データを切り出せます。処理権限のない企業でｅ－ＴＡＸ電子納税の

立ち上げを行う場合は、ｅ－ＴＡＸ電子納税で直接入力して登録するか、処理権限のある企業（親

会社）から基本情報データを提供してください。 
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(3) ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算の基本情報を読み込む手順 

①ASP1000R／eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算で基本情報データを切り出します。 

  1)ASP1000Rをご利用の場合 

   a.フルメニュー画面の「ﾂｰﾙ(T)」－「(立上用)税務申請･届出ｸﾗｳﾄﾞ/e-TAX電子納税へのﾃﾞｰﾀ切り

出し」をクリックします。 

     

（注意）法人税・地方税の計算処理後に、当データを切り出せます。 

 

   b.下記のメッセージが表示された場合は、[ＯＫ]をクリックして続行してください。 

（ｅ－ＴＡＸ電子納税では事務所等情報を使用しません） 

     
c.フォルダ選択画面が表示されますので、基本情報データを切り出すフォルダを選択します。。 

   d.切り出し完了後、下記メッセージが表示されます。 
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  2) eConsoliTax／ｅ－ＴＡＸグループ通算をご利用の場合 

   a.フルメニュー画面の「ﾂｰﾙ(T)」－「(立上用)税務申請･届出ｸﾗｳﾄﾞ/e-TAX電子納税へのﾃﾞｰﾀ切り

出し」をクリックします。 

     

（注意） 

１．「グループ全体の処理が可能」な処理権限があるユーザのみ、当データを切り出せま

す。処理権限のない企業でｅ－ＴＡＸ電子納税の立ち上げを行う場合は、ｅ－ＴＡＸ電

子納税で直接入力して登録するか、処理権限のある企業からデータを提供してください。 

２．全体計算(メニュー701)後に、当データを切り出せます。 

 

   b.下記のメッセージが表示された場合は、[ＯＫ]をクリックして続行してください。 

（ｅ－ＴＡＸ電子納税では事務所等情報を使用しません） 

     

c.フォルダ選択画面が表示されますので、データを切り出すフォルダを選択します。。 

   d.切り出し完了後、下記メッセージが表示されます。 
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②ｅ－ＴＡＸ電子納税の「111 会社情報の登録」画面で「ﾌｧｲﾙ読込」をクリックし、ファイル選択ダ

イアログで、切り出したデータ（基本情報（立上用）.csv）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③選択したデータの内容が表示されますので、確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1)複数法人分のデータがある場合は、読み込むデータを１つ選択します。システムは選択した１法

人の会社情報と電子申告基本情報を読み込みます。 

  2)当システムに保存可能な文字数まで（当画面に表示されている内容）を読み込みます。必要に応

じて読込後に補正してください。 

  3)内容を確認後、[F4 読込]をクリックします。 
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④読み込み後の会社情報画面が表示されますので、必要に応じて追加入力等を行ってください。 

 入力後、[F4 入力終了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤続けて、「113 ｢利用者識別番号｣等の入力」の内容を確認します。納税用確認番号、納税用カナ氏

名・名称等を追加入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解説）国税の「納税用確認番号」「納税用カナ氏名・名称」が不明な場合 

 国税の「納税用確認番号」「納税用カナ氏名・名称」をお忘れになった場合は、「届出内容の変

更」タブの「322 納税用確認番号の変更」で、国税受付システムに再登録してください。なお、「322 

納税用確認番号の変更」で登録した内容は、当画面に自動保存されます。 
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